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近年の近赤外分光観測を通して、遠方の星形成銀河が強い [OIII]輝線を示すことが明らかになってきている (e.g.
Steidel et al. 2014, Shapley et al. 2015)。このことから、遠方宇宙においては [OIII]輝線も星形成銀河の指標と
なり得ると考えられ、特にHα輝線が地上から観測できない z>3において星形成銀河のサンプルを構築する際に
は有用な指標になると期待される。しかしながら一方で、[OIII]輝線を指標として用いることで、得られる銀河
サンプルにバイアスが生じるとも考えられる (例えば、低金属量、もしくは高い電離状態を示す星形成銀河にバイ
アスされる、またはAGNの寄与など)。
遠方宇宙において [OIII]輝線を基に選ばれた銀河が、特にHα輝線によって選ばれた銀河に対して何らかのバ

イアスを示すのかどうかを検証するために、今回我々はHαと [OIII]輝線をそれぞれ指標として銀河サンプルを
構築、それらの物理的性質の比較を行った。一般フィールドにおける挟帯域 (NB)フィルターを用いた大規模な
撮像サーベイ (HiZELS)においては、H-bandとK-bandのNBフィルターで z=2.23の [OIII]輝線とHα輝線を
それぞれ捉えることができる。ふたつの輝線をそれぞれ指標として得られた z∼2の銀河サンプルについて、それ
らの星質量、星形成率、ダスト減光量といった物理量を比較したところ、各物理量の分布に関して両サンプル間
に統計的な差は見られないという結果が得られた。この結果は、遠方宇宙において [OIII]輝線が星形成銀河の指
標として有用であることを示唆するものである。


